
「有料サイトの利用料金が未払いである。」

「このまま放置すれば民事裁判を起こす。」

などと言って、被害者に架空の料金を請求し、

「電子マネーを購入して支払え」

「コンビニ等で電子マネーを購入し、裏面にあるＩＤ番号を教えろ」

と数万～数十万円分の電子マネー購入を要求する手口です。

電子マネーを悪用する被害が多発！

大量（高額）の電子マネー購入者は

振り込め詐欺被害者の可能性が大！

【電子マネーとは】
店頭やマルチメディア端末等で販売している「アマゾンギフト券」

「ウェブマネー」「Ｖプリカ」等のこと。
犯人に電子マネーのＩＤ番号を電話やメールで伝えてしまうと、

犯人がインターネット上で自由に使えるようになってしまう。


